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輔

一　

問
題
の
所
在

　

近
代
以
降
の
日
本
人
で
最
初
に
エ
ル
サ
レ
ム
の
土
を
踏
ん
だ
の
は
、
岩
倉
使
節
団
随
行
の
帰
路
、
一
八
七
三
年
に
パ
レ
ス
チ
ナ
を
訪
れ
た
福
地
源
一
郎
と
島
地
黙

雷
と
す
る
の
が
穏
当
だ
ろ
う
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
邦
人
の
エ
ル
サ
レ
ム
訪
問
は
確
認
で
き
な
い
が
、
一
九
〇
五
年
に
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
・
伊
東
忠
太
が
建
築
調

査
の
一
環
で
立
ち
寄
っ
て
い
る（

（
（

。
そ
し
て
日
露
戦
争
直
後
の
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
は
キ
リ
ス
ト
者
の
聖
地
旅
行
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
旅
行
記
・
巡

礼
記
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
徳
冨
蘆
花
『
順
礼
紀
行
』（
警
醒
社
、
一
九
〇
六
年
）、
小
西
増
太
郎
『
聖
地
パ
レ
ス
チ
ナ
』（
警
醒
社
、
一
九
一
三
年
）、

加
藤
直
士
『
パ
レ
ス
チ
ナ
印
象
記
』（
警
醒
社
、一
九
二
〇
年
）、矢
内
原
忠
雄
「
パ
レ
ス
チ
ナ
旅
行
記
」（『
改
造
』
第
十
一
―
二
号
、一
九
二
二
年
）、車
田
秋
次
『
パ

レ
ス
チ
ナ
一
見
記
』（
東
洋
宣
教
会
出
版
、
一
九
二
四
年
）、
黒
崎
幸
吉
『
パ
レ
ス
チ
ナ
の
面
影
』（
向
山
堂
書
店
、
一
九
二
五
年
）、
賀
川
豊
彦
「
聖
地
巡
礼
」（『
改

造
』
三
月
号
、
一
九
二
六
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

本
稿
が
注
目
す
る
山
田
寅
之
助
（
一
八
六
一
―
一
九
二
八
）
も
日
露
戦
争
終
結
直
後
の
一
九
〇
五
～
六
年
に
欧
米
と
パ
レ
ス
チ
ナ
を
旅
し
た
。
そ
し
て
ロ
ー
マ
と

エ
ジ
プ
ト
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
つ
い
て
キ
リ
ス
ト
者
の
手
に
な
る
恐
ら
く
最
初
の
巡
礼
観
光
記
を
上
梓
し
て
お
り
、
彼
を
近
代
日
本
最
初
の
宗
教
ツ
ー
リ
ス
ト
と
呼
ん

で
さ
し
つ
か
え
な
い
だ
ろ
う
。
山
田
の
巡
礼
観
光
記
は
蘆
花
な
ど
後
続
の
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
の
聖
地
旅
行
に
も
直
接
間
接
に
影
響
を
与
え
た
も
の
だ
が
、
管
見
の
限

り
、
こ
れ
ま
で
山
田
の
思
想
や
聖
地
旅
行
が
本
格
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
後
述
す
る
大
正
教
養
世
代
の
イ
タ
リ
ア
旅
行
を
扱
っ
た
美
術
史
の
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著
作
で
、
前
史
と
し
て
ロ
ー
マ
観
光
だ
け
が
わ
ず
か
に
触
れ
ら
れ
る
の
み
で
、
し
か
も
ロ
ー
マ
を
手
厳
し
く
批
判
す
る
山
田
の
態
度
は
極
め
て
否
定
的
に
評
さ
れ
て

し
ま
う
。

　

本
稿
の
目
的
は
、
山
田
が
呼
吸
し
て
い
た
明
治
期
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
性
格
と
思
想
史
的
意
義
、
牧
師
に
よ
る
聖
地
訪
問
と
い
う
宗
教
文
化
的
状
況
な
ど

の
再
確
認
と
再
考
を
行
い
な
が
ら
山
田
の
聖
地
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
捉
え
返
す
こ
と
に
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
聖
地
旅
行
は
学
術
的
関
心
か
ら
行
わ
れ
、
と
り
わ
け

カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
聖
地
巡
礼
の
あ
り
方
と
距
離
を
と
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
で
は
山
田
は
専
ら
教
義
的
観
点
か
ら
ロ
ー
マ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
を
批

判
し
て
い
た
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
当
時
の
日
本
に
お
い
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
割
り
振
ら
れ
て
い
た
社
会
文
化
的
位
置
づ
け
ゆ
え
に
、
そ
も
そ

も
山
田
の
聖
地
へ
の
旅
は
現
代
と
は
大
き
く
異
な
る
興
味
関
心
と
世
界
観
を
伴
っ
て
始
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
山

田
の
著
作
と
聖
地
観
光
記
に
光
を
当
て
、
そ
の
上
で
、
山
田
の
聖
地
体
験
が
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を
二
つ
の
観
点
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。
こ
の
作

業
は
近
代
日
本
最
初
の
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
顛
末
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
明
治
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
が
社
会
文
化
的
文
脈
の
中
に
占
め
て
い
た
座
の

一
端
を
改
め
て
照
ら
し
出
す
こ
と
に
も
な
る
は
ず
で
あ
る
。

二　

山
田
寅
之
助
の
略
歴
と
著
作

　

一
八
六
一
年
、
山
田
寅
之
助
は
弘
前
藩
士
の
家
庭
に
生
ま
れ
て
い
る（

（
（

。
母
き
よ
子
と
兄
源
次
郎
に
伴
わ
れ
て
幼
少
か
ら
教
会
に
出
席
し
、
旧
藩
校
を
引
き
継
い
だ

東
奥
義
塾
に
学
ん
だ
。
在
学
中
の
七
七
年
に
西
南
戦
争
が
勃
発
す
る
と
同
校
塾
長
・
菊
池
九
郎
の
引
率
の
義
勇
軍
に
志
願
し
た
。
結
局
、
戦
地
到
着
前
に
戦
闘
は
終

結
す
る
が
、
そ
の
出
発
の
際
に
英
語
教
師
の
米
国
人
宣
教
師
Ｊ
・
イ
ン
グ
か
ら
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。
イ
ン
グ
は
本
多
庸
一
と
知
り
合
っ
た
こ
と
か
ら
東
奥
義
塾
の

教
員
と
な
り
、
七
五
年
に
イ
ン
グ
宅
で
弘
前
教
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
明
治
期
弘
前
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
布
教
の
先
進
地
域
の
一
つ
で
あ
り
、
山
田
が
通
っ
た
弘

前
教
会
や
東
奥
義
塾
か
ら
は
山
鹿
旗
之
進
、
平
田
平
三
、
珍
田
捨
巳
、
笹
森
宇
一
朗
、
中
田
重
治
と
い
っ
た
明
治
期
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
お
い
て
指
導
的
役

割
を
果
た
す
キ
リ
ス
ト
者
が
数
多
く
輩
出
さ
れ
た
。
七
八
年
夏
に
北
日
本
を
旅
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
旅
行
家
Ｉ
・
バ
ー
ド
の
『
日
本
奥
地
紀
行
』
に
は
、
黒
石
市

に
滞
在
中
、
三
人
の
日
本
人
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
学
生
が
彼
女
を
訪
ね
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
人
が
山
田
で
あ
っ
た
と
い
う（

（
（

。

山
鹿
や
平
田
と
共
に
試
用
伝
道
者
と
な
っ
た
山
田
は
八
〇
年
に
横
浜
の
美
会
神
学
校
に
進
学
し
、
第
一
回
卒
業
生
と
な
っ
た
後
は
全
国
各
地
の
教
会
に
赴
任
し
て
い
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る
。
函
館
教
会
で
は
財
政
再
建
に
尽
力
し
、
仙
台
で
は
最
初
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
を
建
設
し
て
い
る
。
一
九
〇
八
年
か
ら
は
銀
座
教
会
の
専
任
牧
師
を
務
め
た
。
山

田
は
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
内
で
も
Ｊ
・
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
「
キ
リ
ス
ト
者
の
完
全
」
を
特
に
強
く
信
じ
て
聖
化
を
求
め
、
伝
道
活
動
に
苦
労
し
た
長
野
県
松
代
教
会
に
赴
任

し
た
折
に
は
、
祈
り
と
断
食
に
専
心
す
る
あ
ま
り
健
康
を
害
す
程
で
あ
っ
た
と
い
う（

（
（

。
八
九
年
か
ら
は
お
よ
そ
四
〇
年
間
、
青
山
学
院
神
学
部
で
基
督
伝
・
倫
理
学
・

心
理
学
等
の
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
短
期
間
に
終
わ
っ
た
が
、
九
九
年
か
ら
は
中
田
と
共
に
ホ
ー
リ
ネ
ス
運
動
の
機
関
誌
『
焔
の
舌
』
の
共
同
編
集
人
を
務
め

て
い
る
。

　

山
田
の
著
作
は
数
多
く
、警
醒
社
や
教
文
館
と
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
出
版
の
草
分
け
か
ら
著
訳
書
三
〇
余
冊
を
上
梓
し
て
い
る
。主
た
る
著
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
聖
霊
感
化
論
』
美
以
教
会
雑
書
会
社（

（
（

、一
八
八
八
年
、『
嘉
言
類
聚
』
メ
ソ
ヂ
ス
ト
出
版
舎
、一
八
九
四
年
、『
軍
人
と
宗
教
』
メ
ソ
ヂ
ス
ト
出
版
舎
、一
八
九
五
年
、『
メ

ソ
ヂ
ス
ト
監
督
教
会
信
条
義
解
』
教
文
館
、一
八
九
六
年
、『
基
督
教
の
心
髄
』
教
文
館
、一
八
九
六
年
、『
基
督
贖
罪
論
』
教
文
館
、一
八
九
六
年
、『
エ
デ
ン
の
花
園
』

教
文
館
、
一
八
九
七
年
、『
猶
太
風
俗
志
』
教
文
館
、
一
九
〇
三
年
、『
何
を
乎
基
督
教
徒
と
云
ふ
』
基
督
教
書
類
会
社
、
一
九
〇
六
年
、『
埃
及
聖
地
旅
行
談
』
教
文
館
、

一
九
〇
六
年
、『
山
田
先
生
説
教
集
』
警
醒
社
、
一
九
〇
七
年
、『
羅
馬
観
光
記
』
白
鳥
斯
文
閣
、
一
九
〇
八
年
、『
基
督
教
と
現
世
生
活
』
警
醒
社
、
一
九
〇
八
年
、『
真

の
神
』
警
醒
社
、
一
九
〇
九
年
、『
基
督
伝
』
警
醒
社
、
一
九
一
二
年
、『
基
督
教
綱
領
』
日
本
基
督
教
興
文
協
会
、
一
九
二
一
年
、『
耶
蘇
伝
』
警
醒
社
、
一
九
二
四
年
、

『
信
仰
と
教
理
』
教
文
館
、
一
九
三
〇
年
（
没
後
出
版
さ
れ
た
草
稿
集
）。

　

山
田
の
四
〇
余
年
の
文
筆
活
動
を
概
観
し
て
み
れ
ば
、
初
期
に
は
メ
ソ
デ
ィ
ズ
ム
信
仰
の
手
引
き
や
解
説
書
が
目
立
つ
。
特
に
重
要
な
の
は
教
会
条
例
や
讃
美
歌

の
翻
訳
に
携
わ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
中
国
宣
教
用
の
漢
訳
版
を
元
に
し
た
即
席
の
邦
訳
版
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
日
本
語
と
し
て
極
め
て
分
か
り
に
く

か
っ
た
。
九
〇
年
の
年
会
で
本
多
、
Ｊ
・
ソ
ー
パ
ー
と
共
に
山
田
が
翻
訳
委
員
に
任
命
さ
れ
、
語
学
力
を
発
揮
し
て
邦
訳
作
業
の
中
心
を
担
っ
て
い
る（

（
（

。『
メ
ソ
ヂ

ス
ト
監
督
教
会
信
条
義
解
』
は
そ
の
副
産
物
で
あ
り
、
自
力
・
他
力
と
い
っ
た
用
語
も
用
い
な
が
ら
、「
私
解
」
と
し
て
一
般
信
徒
の
た
め
に
さ
ら
に
平
易
に
メ
ソ

デ
ィ
ズ
ム
の
信
仰
箇
条
を
解
説
し
た
著
作
で
あ
る（

（
（

。
非
信
徒
も
念
頭
に
キ
リ
ス
ト
者
た
る
条
件
を
論
じ
た
小
冊
子
『
何
を
乎
基
督
教
徒
と
云
ふ
』
で
は
個
別
の
教
会

や
宗
派
へ
の
固
執
が
厳
し
く
批
判
さ
れ
、「
頭
脳
」
で
は
な
く
「
心
情
」
の
刷
新
を
も
た
ら
す
の
が
「
宗
教
の
力
」
で
あ
る
と
さ
れ
る（

（
（

。
そ
し
て
所
属
教
会
や
信
仰

箇
条
で
は
な
く
、
イ
エ
ス
の
生
を
理
想
と
す
る
こ
と
で
精
神
を
「
一
新
」
し
、「
神
化
」
し
た
人
に
与
え
ら
れ
る
「
光
栄
あ
る
名
称
」
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
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一
九
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
本
稿
で
注
目
す
る
二
冊
の
聖
地
観
光
記
『
埃エ
ジ
プ
ト及
聖
地
旅
行
談
』、『
羅ロ
ー
マ馬
観
光
記
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
教
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
歴

史
・
地
理
・
自
然
・
日
常
生
活
を
網
羅
し
た
大
著
『
猶
太
風
俗
志
』
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
の
母
体
と
な
っ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
史
的
・
地
誌
学
的
関
心
に
基
づ
く

著
作
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
山
田
の
著
作
の
多
く
は
内
容
・
文
体
共
に
一
般
読
者
に
も
分
か
り
や
す
く
、
イ
エ
ス
の
生
へ
の
具
体
的
関
心
に
貫
か
れ
て
い
る（

９
）。

長

女
夭
折
の
悲
嘆
の
中
で
書
か
れ
た
こ
の
時
期
の
集
大
成
で
あ
る
大
著
『
基
督
伝
』
に
お
い
て
、
そ
れ
は
特
に
顕
著
で
あ
る
。
同
書
「
序
言
」
で
山
田
は
キ
リ
ス
ト
教

と
は
キ
リ
ス
ト
が
説
い
た
「
教
義
」
で
は
な
く
、「
キ
リ
ス
ト
自
身
の
生
活
に
外
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
る（

（（
（

。
し
た
が
っ
て
通
常
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
哲
学
的
な
キ
リ

ス
ト
学
は
「
形
而
上
の
キ
リ
ス
ト
」
に
終
始
す
る
も
の
で
、「
普
通
の
信
者
」
に
は
無
益
で
あ
る
。「
肉
体
を
取
り
て
人
と
な
り
た
る
キ
リ
ス
ト
」
つ
ま
り
「
形
而
下

の
キ
リ
ス
ト
」
の
伝
記
的
研
究
こ
そ
が
一
般
信
者
に
知
識
を
与
え
徳
を
養
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
目
論
見
か
ら
同
書
は
「
通
俗
的
」
な
キ
リ
ス
ト
の
伝
記
研
究
を

目
指
し
て
お
り
、
そ
し
て
そ
の
準
備
の
た
め
に
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
聖
地
旅
行
が
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
書
は
日
本
人
の
手
に
な
る
ほ
ぼ
最
初
の
キ
リ

ス
ト
伝
で
も
あ
り
、山
田
の
助
言
を
得
て
パ
レ
ス
チ
ナ
を
旅
し
た
蘆
花
は
、同
書
の
翌
年
出
版
の
小
西
増
太
郎
『
聖
地
パ
レ
ス
チ
ナ
』
に
寄
せ
た
序
文
で
、山
田
『
基

督
伝
』
と
小
西
の
著
書
を
聖
地
研
究
の
「
陳
呉
」
と
称
し
て
い
る
。

　

九
〇
〇
頁
以
上
に
及
ぶ
『
基
督
伝
』
で
は
イ
エ
ス
の
事
跡
が
編
年
体
で
叙
述
さ
れ
、
聖
地
観
光
で
得
ら
れ
た
実
体
験
に
基
づ
く
考
察
が
随
所
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
位
置
や
各
国
教
会
の
勢
力
関
係
、
ゴ
ル
ゴ
ダ
の
丘
の
諸
説
の
検
討
と
ゴ
ー
ド
ン
将
軍
説
の
採
用
な
ど
、
当
時
最
新
の
歴
史
学
・
文
献
学
の
成
果
を
踏

ま
え
た
聖
書
考
古
学
的
考
察
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
よ
り
体
験
的
な
地
誌
学
的
考
察
も
開
陳
さ
れ
る
。
イ
エ
ス
の
ナ
ザ
レ
で
の
生
活
を
論
じ
た
部
分
で
は
、
イ
エ
ス

は
単
に
ナ
ザ
レ
で
暮
ら
し
た
と
い
う
意
味
で
ナ
ザ
レ
人
な
の
で
は
な
く
、「
其
周
囲
の
自
然
の
感
化
」
を
受
け
た
真
性
の
ナ
ザ
レ
人
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
イ
エ
ス

が
生
き
た
こ
と
自
体
が
「
神
の
摂
理
」
で
あ
る
と
さ
れ
る（

（（
（

。
ナ
ザ
レ
を
含
む
ガ
リ
ラ
ヤ
地
方
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
中
で
も
鄙
び
た
地
域
で
あ
り
、
首
府
の
人
々
か
ら
は

「
其
風
俗
言
語
服
装
ま
で
も
野
卑
な
り
」
と
嘲
笑
さ
れ
た
。
だ
が
そ
の
分
、
荒
涼
と
し
た
他
地
域
に
比
べ
て
ガ
リ
ラ
ヤ
に
は
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、「
此
広
潤
雄
大
な

る
光
景
は
常
に
イ
エ
ス
の
眼
眸
に
映
じ
、
其
精
神
に
深
き
印
象
」
を
与
え
、「
ガ
リ
ラ
ヤ
の
自
然
は
イ
エ
ス
の
精
神
を
造
つ
た
」
と
結
論
さ
れ
る
。

具
体
的
・
歴
史
的
な
知
見
を
重
要
視
す
る
山
田
の
キ
リ
ス
ト
教
理
解
は
後
続
の
著
作
に
も
引
き
継
が
れ
る
。『
基
督
教
綱
領
』
で
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
は
、
聖
書
で
も

な
け
れ
ば
、
教
会
で
も
な
い
」
と
断
言
さ
れ
、
や
は
り
イ
エ
ス
が
人
間
と
し
て
過
ご
し
た
生
の
知
悉
が
強
調
さ
れ
る（

（（
（

。
関
東
大
震
災
で
『
基
督
伝
』
が
灰
塵
に
帰
し

た
た
め
に
書
か
れ
た
『
耶
蘇
伝
』
は
、『
基
督
伝
』
が
「
暦
年
的
」
に
イ
エ
ス
の
「
外
面
的
生
活
」
を
論
じ
た
の
に
対
し
て
、「
成
る
べ
く
耶
蘇
の
事
蹟
を
省
き
、
時

順
の
前
後
を
も
問
わ
ず
、
其
意
識
を
主
と
な
し
、
其
思
想
の
経
路
を
辿
り
、
成
る
べ
く
内
面
生
活
を
描
か
ん
と
し
た
」
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
と
は
い
え
同
書
は
神
学
的
論
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考
で
は
な
い
。
全
く
逆
に
、
教
会
の
教
義
は
「
事
実
を
曲
解
す
る
色
眼
鏡
」
と
し
て
退
け
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
を
生
み
出
し
た
パ
レ
ス
チ
ナ
の
思
想
的
・
文
化
的
な

文
脈
が
「
科
学
的
」
に
究
明
さ
れ
る
。
同
書
の
主
眼
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
「
突
発
し
た
新
宗
教
」
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
パ
レ
ス
チ
ナ
の
宗
教
的
社
会
的

前
史
の
後
に
も
た
ら
さ
れ
た
「
成
熟
し
た
果
実
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
イ
エ
ス
も
「
奇
蹟
的
人
物
」
と
し
て
で
は
な
く
、「
孔
子
や
ソ
ク
ラ

テ
ー
ス
の
伝
記
を
研
究
す
る
と
同
様
の
」
科
学
的
方
法
を
も
っ
て
、
同
地
域
で
そ
の
時
代
に
必
然
的
に
生
れ
て
き
た
思
想
家
と
し
て
捉
え
返
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
山
田
の
著
作
か
ら
は
イ
エ
ス
の
生
に
対
す
る
徹
底
的
な
史
実
的
・
具
体
的
関
心
が
一
貫
し
て
窺
え
る
。
山
田
に
は
「
何
と
な
れ
ば
科
学
的
研
究
を
容

れ
ぬ
や
う
な
人
物
又
は
事
物
の
世
に
存
す
る
と
は
到
底
承
認
出
来
」
ず
、
イ
エ
ス
自
身
も
キ
リ
ス
ト
教
も
非
凡
で
は
あ
る
が
断
じ
て
奇
蹟
的
で
は
な
く
、
ギ
リ
シ
ャ
・

ロ
ー
マ
の
思
想
と
ユ
ダ
ヤ
教
の
弁
証
の
結
実
と
し
て
歴
史
的
・
思
想
史
的
・
文
化
史
的
に
定
位
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
と
は
イ
エ
ス
の
具

体
的
な
生
活
に
他
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
脱
地
域
的
・
非
歴
史
的
に
は
捉
え
ら
れ
ず
、
ま
た
捉
え
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
山
田
に
お
い
て
キ

リ
ス
ト
教
と
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
風
土
民
俗
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
た
場
所
化
さ
れ
た
対
象
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
意
味
で
は
、
山
田
の
聖
地
旅
行
は
単

な
る
古
跡
の
瞥
見
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
言
え
る
よ
う
な
興
味
関
心
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三　

聖
地
体
験
に
お
け
る
史
性
と
詩
性

　

著
作
一
覧
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、『
羅
馬
観
光
記
』（
以
下
、『
羅
馬
』）
は
『
埃
及
聖
地
旅
行
談
』（
以
下
、『
聖
地
』）
よ
り
二
年
遅
い
出
版
で
あ
る
が
、
実
際
に

は
山
田
は
一
九
〇
五
年
夏
に
日
本
を
発
ち
、
ま
ず
米
国
に
渡
っ
て
い
る
。
そ
の
後
英
仏
を
経
て
、
日
露
戦
争
終
結
直
後
の
同
年
年
末
に
ロ
ー
マ
に
到
着
し
、
お
よ
そ

一
〇
日
間
滞
在
す
る
。
そ
し
て
エ
ジ
プ
ト
へ
と
渡
り
、
〇
六
年
一
月
一
五
日
に
パ
レ
ス
チ
ナ
に
向
け
て
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
を
発
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
の
詳
し
い
旅
程

は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
蘆
花
が
『
羅
馬
』
に
寄
せ
た
序
文
で
〇
六
年
三
月
に
帰
国
し
た
山
田
に
旅
の
助
言
を
求
め
た
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
パ
レ
ス
チ
ナ
滞

在
は
一
週
間
か
ら
一
〇
日
間
程
度
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る（

（（
（

。

　
『
羅
馬
』
自
序
に
よ
れ
ば
、
同
書
は
様
々
な
場
所
で
演
説
し
た
草
稿
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
を
訪
れ
た
日
本
人
は
少
な
く
な
い
が
、
同
地
の
キ
リ
ス

ト
教
関
連
の
古
跡
を
紹
介
し
た
書
籍
は
な
く
、
そ
う
し
た
動
機
か
ら
本
書
を
出
版
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、『
羅
馬
』
は
宗
教
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し

て
書
か
れ
て
お
り
、「
直
接
間
接
に
キ
リ
ス
ト
教
に
関
係
あ
る
も
の
ゝ
み
に
て
、
他
は
皆
省
」
か
れ
て
い
る（

（（
（

。『
聖
地
』
で
は
先
に
指
摘
し
た
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
の
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フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
旅
の
動
機
と
し
て
明
言
さ
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
人
生
の
研
究
を
書
物
だ
け
で
は
な
く
、「
も
し
機
会
あ
ら
ば
自
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
の
地
を
踏
み
、

キ
リ
ス
ト
と
血
を
同
じ
う
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
人
情
風
俗
を
実
見
し
、
キ
リ
ス
ト
自
身
の
眼
を
以
て
観
察
し
た
自
然
の
風
光
に
接
し
、
其
宣
教
の
際
遍
歴
し
た
る
田
舎

や
都
会
の
生
活
状
態
を
観
察
し
、
成
る
べ
く
議
論
上
の
キ
リ
ス
ト
想
像
上
の
キ
リ
ス
ト
を
避
け
て
実
際
の
キ
リ
ス
ト
を
知
り
た
い
」
と
い
う
希
望
か
ら
同
地
を
訪
れ

た
と
い
う（

（（
（

。
そ
し
て
帰
国
後
、青
山
学
院
や
各
地
の
夏
季
学
校
な
ど
で
度
々
旅
行
談
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
出
版
し
た
と
い
う
。『
聖
地
』
で
も
誰
も
が
行
く
「
陳

腐
」
な
英
米
仏
の
旅
行
談
は
省
か
れ
、
聖
書
研
究
に
裨
益
す
る
エ
ジ
プ
ト
旅
行
談
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
宗
教
観
光
ガ
イ
ド
、
聖
地
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
と
し
て
書
か
れ
た
両
書
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
確
か
に
否
定
的
に
見
え
る
感
想
が
数
多
い
。
ロ

ー
マ
到
着
前
か
ら
し
て
英
仏
に
比
べ
て
イ
タ
リ
ア
の
鉄
道
が
揺
れ
る
の
は
「
其
文
明
の
程
度
の
低
い
事
を
自
白
す
る
」
も
の
だ
と
断
言
し
、
駅
に
着
け
ば
期
待
し
た

荘
厳
秀
麗
な
大
都
会
で
は
な
く
「
古
臭
い
怪
し
き
建
物
」
の
広
が
る
「
拝
み
た
く
と
も
拝
み
よ
う
の
な
い
雑
風
景
」
で
あ
る
と
言
い
放
ち
、
チ
ッ
プ
を
求
め
た
駅
の

荷
物
係
を
「
乞
食
」
呼
ば
わ
り
す
る（

（（
（

。「
繁
華
の
場
所
」
を
求
め
て
市
内
を
歩
く
も
、
裏
通
り
の
「
不
潔
に
し
て
闇
黒
な
る
」
様
子
に
辟
易
し
、
市
区
改
正
で
「
帝

国
首
府
の
外
観
」
を
保
つ
東
京
市
に
比
べ
て
ロ
ー
マ
の
電
車
は
「
児
戯
」
の
類
で
あ
り
、テ
ヴ
ェ
レ
河
を
目
測
し
て
は
「
我
隅
田
河
の
半
ば
に
も
及
ば
ぬ
や
う
に
見
」

え
、「
旅
客
の
袖
を
絞
ら
し
む
る
の
み
」
だ
と
嗤
う
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

牧
師
の
山
田
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
総
本
山
た
る
ロ
ー
マ
に
批
判
的
な
の
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
事
情
は
エ
ジ
プ
ト
と
パ
レ
ス
チ
ナ
に
つ
い
て
も
変
わ
ら
な
い
。
ラ

ク
ダ
に
乗
る
エ
ジ
プ
ト
人
を
見
か
け
れ
ば
、「
エ
ジ
プ
ト
人
の
馬
鹿
な
の
は
驢
馬
や
駱
駝
に
乗
る
為
で
あ
る
と
感
じ
た
彼
等
が
世
界
の
文
明
に
お
く
れ
て
下
等
な
生

活
を
送
て
居
る
の
は
驢
馬
や
駱
駝
の
感
化
で
あ
る
」
と
決
め
つ
け（

（（
（

、「
エ
ジ
プ
ト
國
は
古
代
文
明
の
墓
で
あ
る
、
今
の
エ
ジ
プ
ト
人
は
其
墓
守
に
過
ぎ
な
い
、
実
に

憐
れ
む
べ
き
國
民
で
あ
る
」
と
総
括
す
る（

（（
（

。
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
向
か
う
汽
車
で
初
め
て
ユ
ダ
ヤ
人
を
見
た
時
に
は
「
或
は
イ
ス
カ
リ
オ
テ
の
ユ
ダ
の
よ
う
な
容
貌
だ
と

云
へ
ば
善
い
か
も
知
れ
な
い
、
勿
論
私
は
ユ
ダ
を
見
た
と
云
う
の
で
は
な
い
が
、
書
に
あ
る
ユ
ダ
の
容
貌
其
儘
で
あ
る
、
書
に
あ
る
ヨ
ハ
ネ
の
よ
う
な
容
貌
な
ど
は

見
た
く
と
も
な
い
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
滞
在
中
遂
に
一
人
も
そ
ん
な
顔
を
見
た
事
が
な
か
つ
た
、
容
貌
ま
で
も
堕
落
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
」
と
し
、
嘆
き
の
壁
で
祈

る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
か
ら
容
貌
が
陰
気
に
な
る
と
結
論
す
る（

（（
（

。

　

大
正
教
養
世
代
の
イ
タ
リ
ア
旅
行
を
取
り
上
げ
た
美
術
史
家
の
末
永
航
は
『
羅
馬
』
に
言
及
し
、山
田
の
態
度
を
「
増
長
」「
尊
大
」
と
評
し
、山
田
の
感
想
は
「
イ

タ
リ
ア
へ
の
奇
妙
な
優
越
感
に
支
え
ら
れ
た
で
た
ら
め
な
非
難
」で
あ
り
、「
だ
い
た
い
こ
の
人
は
、古
い
も
の
に
価
値
が
あ
る
な
ど
と
考
え
る
人
間
が
い
る
こ
と
さ
え
、
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ま
っ
た
く
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
よ
う
な
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
山
田
の
「
教
養
と
人
格
の
問
題
が
大
き
い
」
と
し
、
そ
も
そ
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

で
あ
る
た
め
に
、「『
天
主
教
』
憎
し
の
あ
ま
り
、
す
べ
て
の
藝
術
に
も
目
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
」
と
結
論
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
し
か
し
、
こ
う
し
た
断
罪
は
や
や
短
絡

的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
果
た
し
て
「
古
い
も
の
に
価
値
を
見
出
す
」
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
そ
れ
程
ま
で
に
普
遍
的
な
あ
り
方
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
山
田
の

聖
地
体
験
の
あ
り
方
は
彼
個
人
の
知
識
や
感
性
の
み
に
由
来
す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

末
永
は
過
去
を
「
見
る
に
値
す
る
も
の
」
と
洞
察
し
な
い
山
田
を
非
難
す
る
。
確
か
に
現
代
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
過
去
の
表
象
が
重
要
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
象

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
教
会
や
古
跡
を
め
ぐ
り
、
そ
れ
ら
に
ロ
マ
ン
主
義
的
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
こ
と
は
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
源
流
で
あ
る

グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
の
頃
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
「
遺
産
産
業
」
と
し
て
の
性
格
が
極
め
て
強
い（

（（
（

。
だ
が
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
日
本
人
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
で
あ
る
山
田
に
と
っ
て
は
、
過
去
の
表
象
は
そ
れ
だ
け
で
は
見
る
に
値
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
日
本
で
最
先
端
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
を
体
得

し
て
い
た
山
田
は
、「
古
い
も
の
」
を
現
代
と
は
全
く
異
な
る
角
度
か
ら
ま
な
ざ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

本
節
で
は
ま
ず
、山
田
が
聖
地
旅
行
に
お
い
て
評
価
し
た
も
の
を
手
が
か
り
に
し
て
考
察
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。末
永
の
批
判
と
は
異
な
り
、実
際
に
は
山
田
は『
羅

馬
』『
聖
地
』
の
両
書
に
お
い
て
随
所
で
古
い
も
の
に
肯
定
的
に
言
及
し
て
い
る
。
サ
ン
ピ
エ
ト
ロ
寺
院
に
つ
い
て
は
、
そ
の
光
を
多
く
取
り
こ
ん
だ
造
り
に
他
の

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
は
な
い
「
陽
気
さ
」
を
見
出
す
。
収
蔵
品
に
も
感
嘆
し
、「
内
部
の
装
飾
と
云
ひ
、
絵
画
と
云
ひ
、
美
術
の
粋
を
蒐
め
た
る
も
の
な
れ
ば
、
荘

厳
の
感
に
打
れ
ざ
る
を
得
ぬ
、
天
下
の
善
男
善
女
が
遥
る
遥
る
こ
の
寺
院
に
詣
で
て
隋
喜
の
涙
を
注
ぐ
の
も
無
理
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ら
う
」
と
褒
め
ち
ぎ
る（

（（
（

。
バ
チ

カ
ン
美
術
館
に
つ
い
て
は
、
収
蔵
品
は
「
天
下
の
什
珍
で
、
拝
ん
で
も
善
い
程
の
立
派
な
も
の
ば
か
り
」
で
あ
り
、「
一
つ
と
し
て
傑
作
な
ら
ざ
る
は
な
く
、
唯
嘆

賞
す
る
ば
か
り
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
特
有
の
聖
母
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
は
偶
像
崇
拝
で
あ
り
、「
真
の
キ
リ
ス
ト

教
の
性
質
を
失
っ
た
も
の
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
ら
な
ら
」
な
い
と
す
る
が
、「
迷
信
は
迷
信
と
し
て
忌
む
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
迷
信
も
一
度
美
化
さ
れ
た
る
上
は
、

実
に
立
派
な
も
の
と
な
り
、
彼
是
れ
と
批
評
す
る
の
も
勿
体
な
い
や
う
な
気
が
す
る
、
迷
信
も
美
化
さ
る
る
時
は
神
聖
な
も
の
と
な
る
」
と
し
て
、
や
は
り
高
く
評

価
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

と
り
わ
け
山
田
が
心
を
動
か
さ
れ
る
の
が
殉
教
画
で
あ
る
。
殉
教
画
は
山
田
に
と
っ
て
は
「
絵
画
」
で
は
な
く
、
そ
の
現
場
に
立
ち
会
っ
て
目
撃
す
る
よ
う
な
真

実
性
を
帯
び
て
お
り
、「
絵
画
と
し
て
の
美
感
を
感
ず
る
余
裕
」
が
な
く
、「
己
の
味
方
の
殺
さ
る
る
を
傍
観
す
る
や
う
な
心
地
」
が
し
て
「
一
種
の
不
快
」
す
ら
感
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じ
て
い
る（

（（
（

。
そ
し
て
山
田
は
美
術
作
品
を
通
じ
た
信
仰
奨
励
を
説
く
。
殉
教
画
は
無
言
の
「
大
教
訓
、
大
説
教
」
で
あ
り
、
迫
害
を
恐
れ
さ
せ
る
よ
り
も
信
仰
を
堅

固
に
す
る
の
に
役
立
つ
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
腐
敗
し
た
る
僧
侶
の
読
経
や
、
機
械
的
の
祈
祷
や
、
形
式
的
の
説
教
な
ど
に
は
何
等
の
有
難
味
」
も
感
じ
な
い
が
、「
名

画
の
『
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
』
に
至
つ
て
は
実
に
非
常
な
も
の
」
で
あ
る
と
し
、「
僧
侶
は
死
ん
で
居
て
も
、美
術
は
生
き
て
居
る
」
と
断
言
す
る
。
そ
し
て
、「
殉

教
画
は
信
仰
を
奨
励
し
、
聖
書
の
歴
史
画
は
史
的
心
像
を
鮮
明
な
ら
し
め
、
同
時
に
聖
書
を
読
む
よ
り
も
一
層
深
く
其
教
訓
を
心
に
印
象
せ
し
む
る
力
が
あ
る
」
と

し
て
高
く
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

　

聖
遺
物
や
宗
教
画
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
お
い
て
批
判
的
に
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
山
田
に
と
っ
て
は
、
聖
書
の
史
的
理

解
を
強
固
に
す
る
と
い
う
点
で
信
仰
実
践
に
お
け
る
効
能
が
明
ら
か
で
あ
る
た
め
高
く
評
価
さ
れ
る
。
同
様
の
例
は
コ
ロ
シ
ア
ム（
十
二
章
）や
カ
タ
コ
ン
ベ（
十
四

―
十
六
章
）に
も
見
ら
れ
る
。
コ
ロ
シ
ア
ム
で
は
、そ
こ
に
し
か
い
な
い
と
い
う
鳥
の
鳴
き
声
に「
コ
ラ
シ
ア
ム
で
虐
殺
さ
れ
た
る
信
者
の
霊
魂
」の
気
配
を
感
じ
、「
臆

病
な
る
が
上
に
、
尚
幽
霊
存
在
説
を
信
ず
る
」
自
分
に
は
恐
ろ
し
い
場
所
だ
と
し
て
い
る（

（（
（

。
三
章
が
割
か
れ
最
も
仔
細
に
語
ら
れ
る
カ
タ
コ
ン
ベ
は
『
羅
馬
』
の
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
言
え
る
。
そ
こ
で
も
幽
霊
へ
の
恐
怖
か
ら
「
闇
黒
の
中
で
戦
慄
」
し
て
い
る
が
、「
地
獄
も
一
度
は
必
ず
見
て
置
く
べ
き
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
」

と
読
者
に
訪
問
を
強
く
勧
め
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
こ
う
し
た
死
や
悲
劇
の
表
象
に
関
わ
る
い
わ
ゆ
る
「
ダ
ー
ク
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
記
述
を
集
中
さ
せ
る
の
は
『
聖
地
』

の
特
徴
で
も
あ
り
、
逆
に
、
そ
う
し
た
表
象
と
直
結
し
な
い
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
よ
う
な
場
所
に
つ
い
て
は
通
り
一
遍
の
解
説
で
済
ま
せ
て
し
ま
う（

（（
（

。

　
『
聖
地
』
に
お
い
て
は
、学
問
的
検
討
と
共
に
と
り
わ
け
強
い
感
情
体
験
が
表
出
し
て
い
る
の
が
聖
墳
墓
教
会
（
十
九
章
）
や
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
園
（
二
七
章
）
で
あ
る
。

山
田
は
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
聖
書
考
古
学
的
に
見
て
過
去
と
は
場
所
が
違
っ
て
い
た
り
、
後
代
に
装
飾
や
礼
拝
堂
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
手
厳
し

く
批
判
す
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
批
判
の
後
、
十
分
な
「
学
理
的
証
拠
」
を
吟
味
し
た
上
で
、
必
ず
本
来
ゴ
ル
ゴ
ダ
が
あ
っ
た
場
所
や
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
あ
り
し
日
の

姿
を
特
定
し
、
そ
こ
で
感
情
を
ほ
と
ば
し
ら
せ
る
。
聖
墳
墓
教
会
に
つ
い
て
は
、
当
時
最
新
の
学
説
で
あ
っ
た
ダ
マ
ス
コ
門
近
く
の
岩
山
を
ゴ
ル
ゴ
ダ
の
丘
で
あ
っ

た
と
す
る
ゴ
ー
ド
ン
将
軍
説
を
採
用
す
る
。
山
田
が
訪
れ
た
時
に
は
同
地
は
ム
ス
リ
ム
墓
地
と
な
っ
て
い
た
が
何
と
か
忍
び
こ
む
。
そ
し
て
「
墓
と
云
う
て
も
誠
に

粗
末
な
も
の
で
、青
山
の
墓
地
の
や
う
に
立
派
で
は
な
い
、墓
を
見
て
も
人
民
の
貧
乏
な
事
が
知
れ
る
」
と
言
い
つ
つ
も
、「
三
本
の
十
字
架
が
目
の
前
に
彷
彿
」
と
し
、

十
字
架
の
下
に
は
涙
に
咽
ぶ
マ
リ
ア
や
槍
を
持
っ
た
ロ
ー
マ
兵
も
幻
視
し
、
山
田
自
身
も
ヨ
ハ
ネ
と
共
に
十
字
架
の
下
に
い
る
気
が
し
て
、「
一
点
の
雲
も
な
き
晴

天
で
あ
つ
た
が
涙
に
目
が
く
ら
ん
で
」
し
ま
う
の
で
あ
る
。
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山
田
は
単
に
古
い
も
の
や
迷
信
的
な
も
の
を
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
史
的
真
正
性
が
確
証
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
詩
的
想
像
力
を
働
か
せ
る
。
オ

リ
ー
ブ
山
（
二
九
章
）
で
は
山
路
を
あ
え
て
徒
歩
で
行
き
、
昇
天
堂
や
黄
金
に
光
る
ロ
シ
ア
正
教
会
を
批
判
し
な
が
ら
も
、「
イ
エ
ス
や
そ
の
弟
子
等
の
常
に
通
つ

た
同
じ
道
だ
と
思
へ
ば
苦
し
い
な
が
ら
も
愉
快
」
を
感
じ
る
。
さ
ら
に
頂
上
か
ら
の
パ
ノ
ラ
マ
を
見
る
と
、
魂
が
天
に
上
が
る
の
を
感
じ
て
「
羽
化
登
仙
」
の
心
地

を
味
わ
い
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
を
見
な
が
ら
ヨ
ル
ダ
ン
川
が
歌
詞
に
含
ま
れ
る
讃
美
歌
を
歌
い
、「
嬉
し
い
の
や
ら
哀
し
い
の
や
ら
何
と
も
形
容
の
出
来
な
い
感
じ
が
し
て
、

唯
何
と
な
く
泣
き
た
く
な
」
る
。
そ
し
て
「
世
界
に
こ
ん
な
景
色
が
二
つ
と
あ
ら
う
と
は
思
は
れ
な
い
自
然
の
風
光
の
雄
大
快
活
に
、
歴
史
的
連
想
が
加
は
る
ゆ
え

に
、
眺
む
る
人
の
心
に
感
ず
る
所
は
山
の
態
や
、
雲
の
趣
以
外
に
あ
る
歴
史
的
感
興
で
あ
る
」
と
し
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
史
的
吟
味
の
後
の
抒
情
と
い
う
手
順
が
山
田
の
聖
地
体
験
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験
の
あ
り
方

は
近
年
指
摘
さ
れ
る
聖
地
体
験
の
多
様
化
と
い
う
主
題
の
下
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
観
光
客
や
他
宗
教
徒
と
い
っ
た
そ
の
場
所
を
聖
地
と

し
て
指
定
す
る
宗
教
に
服
さ
な
い
訪
問
者
が
、
聖
地
を
ど
の
よ
う
に
体
験
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
山
田
の
聖
地
体
験
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
マ
や
パ
レ
ス
チ

ナ
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
聖
地
は
ま
ず
は
史
的
観
点
か
ら
再
分
節
化
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
あ
る
場
所
が
真
に
体
験
す
る
に
値
す
る
場
所
と
し
て
史
的
に
確
証
さ
れ
る
と
、

そ
こ
で
は
連
想
が
十
全
に
発
揮
さ
れ
強
い
感
情
が
生
起
す
る
。
こ
う
し
た
あ
り
方
は
、
単
に
主
知
的
観
点
か
ら
古
跡
の
呪
術
性
を
批
判
す
る
立
場
と
は
距
離
を
と
る

も
の
だ
と
言
え
る
。
殉
教
画
の
迷
信
性
は
批
判
さ
れ
つ
つ
も
、
そ
れ
が
与
え
る
「
史
的
心
像
」
の
ゆ
え
に
最
終
的
に
は
聖
書
読
解
よ
り
も
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
山
田
に
お
い
て
は
、
史
性
と
詩
性
の
連
動
が
強
度
あ
る
聖
地
体
験
を
引
き
起
こ
す
の
で
あ
る
。

四　
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こ
の
よ
う
に
個
別
の
聖
所
に
つ
い
て
は
山
田
は
史
性
と
詩
性
の
連
動
を
も
っ
て
体
験
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
が
、
本
節
で
は
、
彼
の
聖
地
旅
行
が
そ
も
そ

も
ど
の
よ
う
な
歴
史
理
解
と
時
代
認
識
の
下
で
遂
行
さ
れ
た
の
か
と
い
う
よ
り
マ
ク
ロ
な
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
山
田
が
ロ
ー
マ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
を
訪
れ
た

の
は
、
数
多
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
古
跡
の
聖
書
考
古
学
的
真
正
性
を
吟
味
検
討
す
る
た
め
で
は
な
い
。
や
や
結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
そ
う
し
た
古
跡
が
暗
示
す

る
世
界
史
を
予
感
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
た
め
に
は
、
山
田
が
呼
吸
し
た
明
治
期
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
が
そ
も

そ
も
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
山
田
の
キ
リ
ス
ト
教
理
解
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
た
の
か
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
山
田
の
論
著
か
ら
は
イ
エ
ス
の
生
へ
の
執
拗
な
ま
で
の
具
体
的
な
関
心
が
読
み
取
れ
る
。
山
田
に
と
っ
て
の
イ
エ
ス
と
は
形
而
下
に
お

い
て
科
学
的
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
。
イ
エ
ス
の
誕
生
は
奇
跡
的
・
突
発
的
な
も
の
で
は
な
く
、
時
代
の
進
展
と
共
に
当
時
の
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
い
て
必

然
的
に
招
来
さ
れ
た
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
山
田
の
イ
エ
ス
理
解
が
現
世
救
済
観
と
し
て
鮮
明
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
の
が
『
基
督
教
と
現
世
生
活
』
で
あ
る
。

同
書
に
よ
れ
ば
、「
現
世
生
活
の
聖
化
」
こ
そ
が
「
基
督
教
の
大
目
的
」
で
あ
り
、正
統
な
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
現
世
生
活
の
充
実
は
何
ら
矛
盾
せ
ず
、む
し
ろ
そ
の
「
指

南
」
と
な
る（

（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
富
と
信
仰
も
矛
盾
せ
ず
、「
富
貴
を
非
難
し
、
貧
困
を
奨
励
」
す
る
の
は
全
く
間
違
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
富
貴
の
否

定
は
「
社
会
の
進
歩
を
妨
ぐ
る
の
み
な
ら
ず
、文
明
其
物
と
衝
突
し
、其
結
果
社
会
の
存
在
を
す
ら
危
く
す
る
に
至
る
」
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
山
田
は
キ
リ
ス
ト
教
は
「
一

個
人
の
救
霊
」
と
共
に
「
全
社
会
の
救
済
」
も
目
的
と
し
て
お
り（

（（
（

、
慈
善
活
動
や
矯
風
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
き
、
正
し
い

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
は
現
世
生
活
を
充
実
さ
せ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
社
会
進
歩
と
文
明
の
興
隆
を
促
す
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
ス
ペ
ン
サ
ー
流
の
社
会
進
化
論
と
現
世
肯
定
的
な
論
調
が
山
田
の
宗
教
史
観
の
特
徴
だ
と
言
え
る
。
山
田
に
お
い
て
は
、
宗
教
は
人
間
社
会
の
開
化
進

展
と
共
に
進
化
す
る
。
そ
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
は
そ
う
し
た
展
開
の
終
局
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
最
先
端
の
社
会
改
良
思
想
で
あ
り
、
そ
れ
は
欧
米
に
見
ら

れ
る
物
質
的
繁
栄
の
精
神
的
基
盤
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
山
田
の
宗
教
史
観
か
ら
見
れ
ば
、
パ
レ
ス
チ
ナ
と
ロ
ー
マ
は
、
人
間
社
会
と
宗
教
の
進
化
の
中
で

乗
り
越
え
ら
れ
て
き
た
「
過
去
の
舞
台
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
山
田
に
と
っ
て
は
パ
レ
ス
チ
ナ
が
聖
地
な
の
は
単
に
そ
こ
で
イ
エ
ス
が
生
き
た
か

ら
で
は
な
い
。「
も
し
イ
エ
ス
が
パ
レ
ス
チ
ナ
に
生
れ
な
か
つ
た
と
す
れ
ば
、
果
し
て
我
等
が
今
日
見
る
が
如
き
廿
世
紀
の
文
明
が
あ
つ
た
で
あ
ら
う
か
、
恐
ら
く

は
こ
の
世
界
は
今
日
の
世
界
と
は
大
に
違
つ
た
で
あ
ら
う
、
廿
世
紀
の
文
明
を
生
み
出
す
程
の
大
事
件
の
起
つ
た
こ
の
パ
レ
ス
チ
ナ
を
ば
世
界
の
最
も
神
聖
な
地
と

信
ず
る
の
は
当
然
の
事
」な
の
で
あ
る（

（（
（

。
パ
レ
ス
チ
ナ
は
二
〇
世
紀
文
明
を
生
み
出
し
た
が
ゆ
え
に
聖
地
な
の
で
あ
り
、キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
の
み
な
ら
ず
、「
世

界
文
明
の
研
究
を
す
る
人
」
に
と
っ
て
の
聖
地
な
の
で
あ
る
。

　

ロ
ー
マ
は
パ
レ
ス
チ
ナ
で
生
ま
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
が
最
終
的
に
国
教
と
さ
れ
、
そ
の
広
大
な
帝
国
領
土
を
通
じ
て
世
界
に
伝
播
し
た
段
階
の
舞
台
で
あ
る
。
前
節

で
見
た
よ
う
に
、
山
田
は
と
り
わ
け
殉
教
に
心
を
動
か
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
単
な
る
宗
教
的
共
感
で
は
な
く
、
殉
教
が
表
象
す
る
政
治
的
意
義
が
高
く
評
価

さ
れ
る
。「
今
日
羅
馬
府
に
遊
ぶ
も
の
は
何
人
で
も
、
キ
リ
ス
ト
教
寺
院
の
多
き
に
驚
く
で
あ
ら
う
、
斯
く
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
を
盛
な
ら
し
め
た
る
は
、
血
を
流
し

た
る
信
者
の
信
仰
の
力
で
あ
ら
う
、
羅
馬
政
府
の
権
力
を
以
て
す
ら
も
、
キ
リ
ス
ト
教
を
抑
圧
し
得
な
か
つ
た
の
は
信
仰
の
力
の
偉
大
な
る
を
証
明
し
て
余
あ
り
と
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五
一

云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
は
キ
リ
ス
ト
者
の
迫
害
に
対
す
る
堅
い
信
仰
の
勝
利
の
物
的
証
拠
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

し
か
し
一
方
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
や
ロ
ー
マ
の
過
去
は
既
に
乗
り
越
え
ら
れ
た
段
階
で
あ
り
、
そ
こ
に
留
ま
る
こ
と
は
現
在
に
お
い
て
は
文
明
的
停
滞
に
他
な
ら
な

い
。
山
田
が
カ
ト
リ
ッ
ク
を
非
難
す
る
の
は
教
義
的
観
点
か
ら
で
は
な
い
。「
余
は
天
主
教
の
如
き
似
て
非
な
る
キ
リ
ス
ト
教
の
滅
亡
を
祈
る
も
の
で
あ
る
、
精
神

の
自
由
と
欧
州
文
明
の
進
歩
の
為
め
、
否
世
界
文
明
の
進
歩
の
為
め
に
、
其
滅
亡
を
祈
る
」
の
で
あ
り
、
そ
し
て
現
在
の
「
伊
太
利
の
不
振
も
亦
天
主
教
の
存
ず
る

が
為
め
」
で
あ
る
と
断
じ
ら
れ
る（

（（
（

。
こ
う
し
た
点
に
お
い
て
、
山
田
の
聖
地
旅
行
は
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
以
前
に
文
明
主
義
的
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
べ
る
よ
う
な

性
格
を
備
え
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
現
代
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
過
去
を
甘
美
な
も
の
と
ま
な
ざ
す
傾
向
と
の
対
比
で
言
え
ば
、
山
田
の
文
明
主
義
的
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
お
い
て
は
、パ
レ
ス
チ
ナ
も
ロ
ー
マ
も
社
会
進
化
の
段
階
で
既
に
克
服
さ
れ
て
き
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、期
待
を
も
っ
て
訪
れ
ら
れ
る
場
所
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『
羅
馬
』
の
最
終
章
「
余
の
所
感
」
で
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
古
跡
と
は
他
な
ら
ぬ
「
荒
廃
の
跡
」
で
あ
り
、
精
神
的
に
は
「
不
良
の
影
響
」
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
を
は
じ
め
、
古
跡
を
抱
え
る
ギ
リ
シ
ャ
や
エ
ジ
プ
ト
が
再
興
の
兆
し
を
見
せ
な
い
の
は
古
跡
が
与
え
る
「
盛
者
必
衰
」
と
い
う
「
心
的
作
用
」
の
た
め
で

あ
り
、
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
が
現
在
ふ
る
わ
な
い
の
も
、
パ
リ
中
心
の
ア
ン
ヴ
ァ
リ
ッ
ド
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
遺
体
を
眠
ら
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う（

（（
（

。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
国
々
と
は
逆
に
、
日
本
が
同
じ
よ
う
な
古
跡
を
も
た
な
い
こ
と
は
「
大
な
る
幸
福
」
で
あ
り
、「
我
等
の
黄
金
時
代
は
過
去
に
な
く
し
て
将
来
に
あ
」
り
、

い
つ
の
日
か
「
極
東
に
羅
馬
帝
国
が
再
興
る
ゝ
時
代
」
を
予
感
し
、
日
本
が
「
世
界
の
活
舞
台
に
現
は
る
ゝ
の
覚
悟
」
を
求
め
て
同
書
は
結
ば
れ
る
。
山
田
の
文
明

主
義
的
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
は
、
古
い
も
の
と
は
既
に
衰
退
し
た
社
会
や
国
家
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
ま
な
ざ
し
を
も
っ
て
讃

美
す
る
対
象
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

山
田
と
同
じ
よ
う
な
観
点
を
示
す
も
の
と
し
て
徳
冨
蘆
花
の
巡
礼
旅
行
記
も
挙
げ
て
お
こ
う
。
既
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
蘆
花
は
山
田
の
助
言
を
得
て
山
田
の
帰

朝
直
後
に
エ
ジ
プ
ト
を
経
て
パ
レ
ス
チ
ナ
を
旅
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
聖
地
』
の
二
ヶ
月
後
に
『
順
礼
紀
行
』
を
上
梓
し
て
い
る
が
、
同
書
で
は
や
は
り
現
今
の
パ

レ
ス
チ
ナ
は
零
落
し
き
っ
た
場
所
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
蘆
花
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
関
し
て
は
「
嘗
て
は
神
の
選
民
と
誇
り
、
幾
多
の
預
言
者
と
果
て
は
基
督
を
す

ら
爾
の
中
よ
り
出
し
な
が
ら
、
爾
は
活
け
る
信
仰
を
失
ひ
、
十
戒
の
第
一
を
破
つ
て
唯
金
に
の
み
平
伏
し
、
國
を
失
ひ
、
到
る
所
に
辱
し
め
ら
れ
、
而
し
て
千
載
尚

頑
と
し
て
メ
シ
ヤ
を
待
つ
と
は
何
事
ぞ
」
と
切
り
捨
て
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
エ
ル
サ
レ
ム
城
外
の
古
跡
が
あ
ま
り
に
平
凡
退
屈
な
の
に
驚
愕
し
、
城
内
は
不
潔
だ
と
し
て

「
一
炬
に
焼
か
ん
こ
と
を
欲
」
す（

（（
（

。
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
を
訪
れ
て
は
「
現
実
は
歩
々
に
美
し
き
夢
を
剥
ぐ
」
と
述
べ
、「
所
詮
エ
ル
サ
レ
ム
は
眼
を
閉
ぢ
て
見
物
す
可
き
所



帝
国
の
牧
師
、
聖
地
に
て
落
涙
す
―
―
明
治
期
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム

五
二

也
」
と
結
論
し
て
い
る（

（（
（

。
さ
ら
に
蘆
花
は
『
羅
馬
』
に
寄
せ
た
序
文
で
「
自
分
は
エ
ル
サ
レ
ム
に
行
つ
た
、
案
の
如
く
に

0

0

0

0

0

失
望
し
た
」
と
書
い
て
い
る
が（

（（
（

、
文
明
主

義
的
歴
史
観
の
観
点
か
ら
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
や
ロ
ー
マ
を
訪
れ
て
失
望
す
る
こ
と
は
当
然
の
構
え
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
観
光
に
お
い
て
山
田
が
最
も
心
を
動
か
さ
れ
た
の
も
先
に
触
れ
た
ゴ
ル
ゴ
ダ
や
オ
リ
ー
ブ
山
の
い
ず
れ
で
も
な
い
。
そ
れ
は
「
日
本
の
使
命
」（
二
二

章
）
で
語
ら
れ
る
在
エ
ル
サ
レ
ム
の
英
国
教
会
訪
問
時
の
出
来
事
で
あ
る
。
米
国
領
事
メ
レ
ル
の
紹
介
で
英
国
教
会
宣
教
師
ト
ム
ソ
ン
と
知
り
合
っ
た
山
田
は
、
あ

る
日
、
事
前
に
約
束
す
る
こ
と
な
く
ト
ム
ソ
ン
邸
を
訪
ね
る
。
門
を
入
る
と
建
物
の
上
で
宣
教
師
た
ち
数
名
が
歌
う
の
が
聞
こ
え
た
が
、
そ
の
歌
詞
に
は
「
日
本
」

と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
る
。「
胸
が
躍
り
上
が
る
」
よ
う
に
な
り
な
が
ら
階
段
を
昇
っ
て
ゆ
く
と
、
日
本
が
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
は
な

か
っ
た
。

其
歌
は
全
く
日
本
の
使
命
に
つ
い
て
の
預
言
の
や
う
な
も
の
で
、
未
だ
日
露
戦
争
の
起
こ
ら
ざ
る
前
に
、
否
日
清
戦
争
す
ら
も
起
こ
ら
ざ
り
し
前
か
ら
あ
つ
た

と
の
事
だ
、
実
に
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
か
、
そ
し
て
或
る
米
人
の
作
で
あ
る
と
の
事
だ
、
是
は
歌
で
は
あ
る
が
、
全
く
日
本
の
将
来
の
使
命
に
関
す
る
預
言

で
あ
る
、
こ
の
歌
を
耳
に
し
て
私
は
覚
え
ず
落
涙
し
た
の
で
あ
る
、
そ
れ
故
に
宣
教
師
に
頼
ん
で
其
歌
を
書
き
写
し
て
貰
ふ
た
、
其
譜
ま
で
も
書
き
写
し
て
そ

れ
は
私
の
手
元
に
あ
る
が
、
此
に
は
其
歌
を
英
文
の
ま
ま
に
記
載
す
る
こ
と
と
し
た
、
こ
の
歌
を
読
ん
で
心
を
動
か
さ
ず
に
は
居
れ
な
い
、
私
は
こ
の
歌
を
神

よ
り
賜
は
つ
た
も
の
と
信
じ
て
持
ち
返
つ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

　
「Beautiful Japan

」
と
い
う
こ
の
曲
は
「
日
出
ず
る
島
（Islands of the M

orning

）」
た
る
日
本
が
朝
鮮
・
清
を
救
い
へ
導
く
こ
と
を
歌
い
上
げ
て
お
り
、
山

田
が
こ
の
時
採
譜
し
た
こ
と
で
、
そ
の
後
日
本
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（（
（

。
こ
の
歌
は
、
明
治
期
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
広
く
見
ら
れ
た
進
歩
主
義
・
文
明
主

義
に
基
づ
く
近
代
国
家
日
本
へ
の
自
負
を
鮮
明
に
表
現
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
が
国
家
主
義
・
国
策
迎
合
主
義
へ
と
収
束
し
た
端
的
な
例
と
し
て
は
、
熊
本
バ
ン
ド
出
身
で
日
露
戦
争
戦
勝
や
韓
国
併
合
を
キ
リ
ス
ト

教
精
神
の
成
果
と
し
て
支
持
し
た
海
老
名
弾
正
（
一
八
五
六
―
一
九
三
七
）、小
崎
弘
道
（
一
八
五
六
―
一
九
三
八
）
ら
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
に
お
い
て
は
、

当
時
欧
米
だ
け
に
見
ら
れ
た
個
人
の
尊
重
、
男
女
平
等
、
社
会
改
良
は
「
欧
米
諸
国
の
良
心
」
た
る
「
キ
リ
ス
ト
教
の
感
化
力
に
よ
っ
て
養
成
」
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

キ
リ
ス
ト
教
こ
そ
が
「
文
明
社
会
の
真
正
の
宗
教
」
で
あ
っ
た（

（（
（

。
さ
ら
に
重
要
な
例
と
し
て
は
、
山
田
が
十
代
の
頃
よ
り
師
事
し
、
山
田
の
青
山
学
院
奉
職
後
も
校

長
の
地
位
に
あ
っ
た
本
多
庸
一
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
土
肥
昭
夫
は
本
多
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
受
容
を
「
士
族
意
識
」
と
結
び
つ
け
て
次
の
よ
う
に
論
じ
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て
い
る
。

彼
ら
は
士
族
意
識
を
抽
象
し
た
り
、
こ
れ
を
否
定
し
、
克
服
す
る
方
法
で
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
し
な
か
っ
た
。
で
は
そ
の
士
族
意
識
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ

っ
た
か
。〔
中
略
〕
当
時
の
士
族
意
識
と
い
う
の
は
、
大
義
名
分
を
重
ん
じ
て
、
利
害
や
愛
欲
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
、
目
上
の
人
の
た
め
に
献
身
犠
牲
を
い
と
わ

ぬ
心
情
で
あ
り
、
ま
た
天
下
国
家
を
論
じ
て
、
そ
の
経
世
済
民
を
は
か
ろ
う
と
す
る
志
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
儒
教
的
価
値
観
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
、
幕
末
よ

り
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
意
識
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
多
の
場
合
は
こ
う
い
っ
た
士
族
意
識
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
な
が
り
、

き
わ
め
て
高
踏
的
な
エ
リ
ー
ト
意
識
を
持
つ
キ
リ
ス
ト
教
を
生
み
出
し
た
。
こ
れ
は
多
か
れ
、
少
な
か
れ
、
士
族
出
身
の
キ
リ
ス
ト
教
指
導
者
に
み
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る（

（（
（

。

自
身
も
旧
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
た
山
田
が
呼
吸
し
て
い
た
明
治
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
は
、
社
会
の
進
歩
と
改
良
に
実
効
性
の
あ
る
近
代
国
家
の
精
神

基
盤
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
。
没
後
出
版
さ
れ
た
草
稿
集
『
信
仰
と
教
理
』
の
一
編
「
基
督
の
王
道
」
で
山
田
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

大
和
魂
も
亦
時
代
と
共
に
進
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
旧
い
日
本
は
新
し
い
日
本
と
な
り
、
日
本
の
日
本
が
、
世
界
の
日
本
と
な
つ
た
か
ら
に
は
、
大
和
魂
も
亦
世
界

的
の
広
さ
を
兼
ね
ゝ
ば
な
ら
ぬ
。『
旧
来
の
陋
習
を
破
り
、
天
地
の
公
道
に
基
く
べ
し
』
と
の
、
明
治
大
帝
の
御
誓
文
に
従
ひ
、
国
民
の
精
神
を
も
改
造
し
て
、

天
地
の
公
道
に
合
致
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ（

（（
（

。

　

そ
し
て
、
王
道
を
後
押
し
す
る
推
進
力
が
「
強
者
が
弱
者
を
助
く
る
道
徳
」
た
る
キ
リ
ス
ト
教
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
進
歩
主
義
的
歴
史
観
と
直
結

し
た
キ
リ
ス
ト
教
理
解
の
下
で
行
わ
れ
た
山
田
の
聖
地
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
必
然
的
に
文
明
主
義
的
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
の
性
格
を
強
く
帯
び
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
は
、
古
跡
や
遺
物
に
対
し
て
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
ま
な
ざ
し
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
既
に
滅
び
て
衰
退
し
た
文
明
の
み
す
ぼ
ら
し
い
痕
跡

に
他
な
ら
な
い
。
山
田
の
聖
地
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
ま
な
ざ
さ
れ
る
べ
き
な
の
は
来
る
べ
き
時
代
に
興
隆
す
る
日
本
国
家
の
将
来
で
あ
り
、
過
去
の
痕
跡
で
は
な

く
、
未
来
の
予
兆
こ
そ
が
聖
地
に
探
し
求
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
山
田
の
文
明
主
義
的
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
興
味
深
い
対
照
と
し
て
田
中
耕
太
郎
（
一
八
九
〇
―
一
九
七
四
）
の
イ
タ
リ
ア
体
験
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。
東
京

帝
国
大
学
法
学
部
長
、
第
一
次
吉
田
内
閣
文
部
大
臣
、
最
高
裁
長
官
、
国
際
司
法
裁
判
所
判
事
な
ど
大
正
・
昭
和
の
政
界
で
要
職
を
歴
任
し
た
田
中
は
芸
術
へ
の
造

詣
の
深
さ
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
田
中
は
内
村
鑑
三
の
影
響
下
で
の
無
教
会
主
義
を
経
た
後
に
岩
下
壮
一
を
代
父
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
て
い
る
が
、
改
宗
直
前
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の
一
九
二
〇
年
代
初
頭
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
遊
学
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
船
中
の
図
書
室
で
田
中
が
手
に
し
た
本
が
『
羅
馬
』
で
あ
っ
た
。
田
中
は
蘆
花
の
序
文
が

付
い
た
同
書
を
「
相
当
の
も
の
だ
と
信
用
し
て
読
み
始
め
」
る
が
、
す
ぐ
に
呆
れ
か
え
る
。
そ
し
て
『
羅
馬
』
を
批
評
に
も
値
し
な
い
観
光
記
と
し
て
、
せ
め
て
イ

タ
リ
ア
に
対
し
て
「
浪
漫
的
な
憧
憬
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
偏
見
の
な
い
好
奇
心
位
」
は
持
つ
べ
き
だ
と
す
る（

（（
（

。

　

一
方
、
自
身
の
イ
タ
リ
ア
体
験
に
つ
い
て
田
中
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
私
に
は
政
治
や
経
済
の
世
界
は
全
然
興
味
が
な
く
、
留
学
三
年
間
こ
の
方
面
の

新
聞
記
事
は
全
然
読
ん
だ
こ
と
は
な
く
、
一
九
二
一
年
を
伊
太
利
で
過
ご
し
な
が
ら
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
名
前
や
羅
馬
進
軍
の
事
実
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
。
宗
教
と

芸
術
と
哲
学
の
世
界
こ
そ
、
人
間
を
清
め
、
高
め
、
深
め
、
人
間
に
真
の
慰
安
と
幸
福
を
も
た
ら
し
、
世
界
人
類
を
相
互
に
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、
法
や
政
治

や
経
済
な
ど
の
及
び
も
つ
か
ぬ
遥
か
高
い
地
位
に
あ
る
も
の
に
思
わ
れ
た
」
と
し
て
宗
教
と
芸
術
の
至
高
性
を
語
り
、
政
治
や
社
会
の
問
題
と
の
絶
対
的
格
差
を
断

言
す
る（

（（
（

。
山
田
の
ロ
ー
マ
観
光
の
わ
ず
か
一
五
年
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
田
中
は
「
第
一
次
大
戦
後
の
国
民
主
義
の
勃
興
」
を
批
判
し
、
社
会
主
義
者
で
あ
れ
イ
ン

ド
の
独
立
運
動
の
指
導
者
た
ち
で
あ
れ
、「
ク
リ
ス
ト
教
に
よ
る
社
会
改
造
を
考
え
て
い
る
自
分
と
は
全
く
別
の
世
界
に
属
す
る
人
々
で
あ
り
、
話
が
合
う
筈
が
な

か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
山
田
と
田
中
の
対
照
は
わ
ず
か
十
数
年
で
近
代
日
本
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
座
が
大
き
く
変
移
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

五　

結
論

　

本
稿
で
は
山
田
寅
之
助
の
ロ
ー
マ
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
聖
地
観
光
に
光
を
当
て
、
主
に
二
つ
の
観
点
か
ら
山
田
の
聖
地
体
験
の
読
解
を
試
み
た
。
第
一
に
、
山
田
に

お
い
て
は
史
性
と
詩
性
の
連
関
が
そ
の
聖
地
体
験
に
強
度
と
真
正
性
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
山
田
は
単
に
反
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
脱
呪
術
的
観
点
か
ら
聖

地
を
批
判
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
自
ら
の
や
り
方
で
聖
地
を
史
的
に
再
分
節
化
し
、
そ
の
上
で
、
あ
ら
た
め
て
そ
こ
に
強
い
詩
性
を
読
み
込
ん
で
い
た
。
し
た
が
っ

て
、
殉
教
画
や
カ
タ
コ
ン
ベ
と
い
っ
た
一
般
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
は
排
撃
さ
れ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
象
も
、
山
田
に
お
い
て
は
信
仰
実
践
に
有

用
な
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
あ
り
方
は
、
近
年
論
じ
ら
れ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験
の
多
様
化
と
い
う
主
題
の
先

駆
と
な
る
事
例
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
着
目
し
た
の
が
、
山
田
の
聖
地
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
背
後
に
あ
る
文
明
史
観
で
あ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
明
治
維
新
と
共
に
広
が
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
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は
、
単
に
私
的
生
活
の
指
針
と
な
る
個
々
人
の
内
心
倫
理
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
物
質
的
側
面
も
含
め
た
社
会
や
国
家
の
繁
栄
を
導
く
開
化
思
想
と
し
て
受
容
さ
れ

た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
は
文
化
や
教
養
を
裏
支
え
す
る
だ
け
で
な
く
、
最
も
端
的
な
意
味
で
の
国
家
観
や
政
治
観
を
導
く
社
会
思
想
で
あ
り
、
明
治
期
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
体
得
者
で
あ
り
宣
布
者
で
あ
っ
た
山
田
の
聖
地
旅
行
は
現
代
の
聖
地
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
全
く
異
な
る
位
相
に
お
い
て
体
験
さ
れ
て
い
た
。
山

田
に
と
っ
て
、
ロ
ー
マ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
は
宗
教
歴
史
遺
産
の
宝
庫
と
し
て
古
い
も
の
を
審
美
的
に
観
賞
す
る
場
所
で
は
な
く
、
近
代
社
会
の
思
想
的
支
柱
と
し
て
の

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
よ
っ
て
既
に
乗
り
越
え
ら
れ
た
文
明
の
停
滞
し
た
景
色
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
以
上
の
よ
う
な
山
田
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
、
し
ば
し
ば
過
去
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
ま
な
ざ
し
に
裏
打
ち
さ
れ
る
現
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
し
て
、
未
来
を
ま
な
ざ
す
文
明
主
義
的
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
定

位
し
た
。

　

山
田
の
聖
地
旅
行
は
、
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
そ
の
体
験
が
社
会
文
化
的
な
文
脈
と
極
め
て
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
生
起
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

現
代
か
ら
は
奇
異
に
も
見
え
る
彼
の
二
つ
の
巡
礼
観
光
記
は
、
明
治
日
本
に
お
け
る
文
明
論
・
国
家
論
と
し
て
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
位
相
を
活
写
し
た
も

の
と
し
て
捉
え
返
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

註（
1
）　

伊
東
忠
太
建
築
文
献
編
纂
委
員
会(

編)

『
伊
東
忠
太
建
築
文
献
』
第
五
巻
、
五
四
六
―
五
一
頁
。

（
2
）　

山
田
の
略
歴
に
つ
い
て
は
山
鹿
旗
之
進
「
山
田
寅
之
助
君
の
思
出
」（
山
田
寅
之
助
『
信
仰
と
教
理
』
教
文
館
、
一
九
三
〇
年
）
を
主
に
参
照
し
た
。

（
3
）　

高
畑
美
代
子
「
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
に
会
っ
た
３
人
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
学
生
と
弘
前
教
会
・
東
奥
義
塾
の
活
動
」（『
弘
前
大
学
大
学
院
地
域
社
会
研
究
科
年
報
』
第
二
号
、

二
〇
〇
五
年
）。

（
4
）　

米
田
勇
編
著
『
中
田
重
治
伝
』
中
田
重
治
伝
刊
行
会
、一
九
五
九
年
、九
一
頁
。
山
鹿
旗
之
進
「
山
田
寅
之
助
君
」（
青
山
学
院
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
青
山
学
院
五
十
年
史
』

一
九
三
二
年
）、
四
〇
五
頁
。

（
5
）　
「
美
以
教
会
雑
書
会
社
」「
メ
ソ
ヂ
ス
ト
出
版
舎
」
の
い
ず
れ
も
「
教
文
館
」
以
前
の
屋
号
。

（
6
）　

森
岡
清
美
『
明
治
キ
リ
ス
ト
教
会
形
成
の
社
会
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
、
四
一
〇
―
六
頁
。

（
7
）　

山
田
寅
之
助
『
メ
ソ
ヂ
ス
ト
監
督
教
会
信
条
義
解
』「
序
」、
四
頁
。

（
8
）　

山
田
寅
之
助
『
何
を
乎
基
督
教
徒
と
云
ふ
』
基
督
教
書
類
会
社
、
一
九
〇
六
年
、
一
二
―
六
頁
。
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（
9
）　

山
田
の
語
学
力
と
性
格
を
窺
わ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
『
百
萬
円
の
遺
産
』（『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
六
年
一
一
月
二
五
日
及
び
二
八
日
）
と
い
う
新
聞
記
事
が
興
味
深
い
。
欧

州
と
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
聖
地
観
光
の
帰
途
、
山
田
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
教
会
で
演
説
を
依
頼
さ
れ
る
。「
其
燃
ゆ
る
が
如
き
信
念
に
よ
り
て
聴
衆
を
感
動
」
さ
せ
た
演
説
会

の
終
了
後
、
聴
衆
の
一
人
の
老
婆
が
面
会
を
求
め
、
山
田
は
強
引
に
彼
女
の
家
に
連
れ
て
行
か
れ
、
老
婆
は
自
分
の
遺
産
を
山
田
に
受
け
取
っ
て
貰
い
た
い
と
言
い
出
す
。
山
田

は
し
き
り
に
固
辞
す
る
も
結
局
強
引
に
住
所
氏
名
を
書
か
せ
ら
れ
、
帰
国
後
も
折
々
に
老
婆
か
ら
手
紙
が
届
い
た
と
い
う
。

（
10
）　

山
田
寅
之
助
『
基
督
伝
』
警
醒
社
、
一
九
一
二
年
、
一
―
五
頁
。

（
11
）　

同
書
、
七
八
―
八
三
頁
。

（
12
）　

山
田
寅
之
助
『
基
督
教
綱
領
』
日
本
基
督
教
興
文
協
会
、
一
九
二
一
年
、
一
頁
。

（
13
）　

山
田
寅
之
助
『
耶
蘇
伝
』
警
醒
社
、
一
九
二
四
年
、
一
―
九
頁
。

（
14
）　

同
書
、
三
頁
。

（
15
）　

山
田
の
旅
か
ら
二
〇
年
後
に
発
行
さ
れ
た
『
欧
州
大
陸
旅
行
日
程
』（
日
本
郵
船
株
式
会
社
、
一
九
二
五
年
）
に
よ
れ
ば
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
～
エ
ル
サ
レ
ム
間
は
約
一
週
間
の
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

（
16
）　
『
羅
馬
』「
序
文
」、
一
頁
。

（
17
）　
『
聖
地
』「
自
序
」、
一
―
二
頁
。

（
18
）　
『
羅
馬
』、
一
六
―
七
頁
。

（
19
）　

同
書
、
三
七
―
四
二
頁
。

（
20
）　
『
聖
地
』、
二
〇
頁
。

（
21
）　

同
書
、
七
八
頁
。

（
22
）　

同
書
、
一
二
四
頁
。

（
23
）　

末
永
航
『
イ
タ
リ
ア
、
旅
す
る
心
―
―
大
正
教
養
世
代
の
み
た
都
市
と
文
化
』
青
弓
社
、
二
〇
〇
五
年
、
四
七
―
八
頁
。

（
24
）　

同
書
、
二
八
八
頁
。

（
25
）　

Ｊ
・
ア
ー
リ
（
加
太
宏
邦
訳
）『
観
光
の
ま
な
ざ
し
―
―
現
代
社
会
に
お
け
る
レ
ジ
ャ
ー
と
旅
行
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
八
六
―
二
〇
一
頁
。

（
26
）　
『
羅
馬
』、
五
二
頁
。

（
27
）　

同
書
、
五
八
―
九
頁
。

（
28
）　

同
書
、
六
〇
―
二
頁
。

（
29
）　

同
書
、
一
一
六
―
九
頁
。

（
30
）　

同
書
、
一
六
二
頁
。

（
31
）　

同
書
、
二
五
九
―
七
四
頁
。

（
32
）　

同
書
、
二
二
九
―
三
〇
頁
。
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（
33
）　

山
田
寅
之
助
『
基
督
教
と
現
世
生
活
』
警
醒
社
、
一
九
〇
八
年
、
九
―
一
三
頁
。

（
34
）　

同
書
、
五
二
頁
。

（
35
）　

同
書
、
八
七
頁
。

（
36
）　

同
書
、
九
七
頁
。

（
37
）　
『
羅
馬
』、
一
〇
九
頁
。

（
38
）　

同
書
、
七
九
頁
。

（
39
）　

同
書
、
一
九
〇
―
二
頁
。

（
40
）　

徳
冨
蘆
花
『
順
礼
紀
行
』
警
醒
社
、
一
九
〇
六
年
、
五
二
―
三
頁
。

（
41
）　

同
書
、
九
九
頁
。

（
42
）　

同
書
、
一
〇
九
―
一
〇
頁
。

（
43
）　
『
羅
馬
』「
序
」、
三
頁
、
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
も
の
。

（
44
）　
『
羅
馬
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The Sacred Heart Teardrop of an Imperial Minister: 
Meiji Protestantism and Religious Tourism

OKAMOTO Ryosuke　　

The travels of Yamada Toranosuke to sacred places were the first instances of 
religious tourism in modern Japan and his records of traveling to Rome and Palestine 
influenced travelers who followed like Tokutomi Roka. However, these books are filled 
with defamation and abuse toward foreign people and society. As a result, Yamada has 
come to be seen as an ignorant and impolite tourist. In this paper we will reexamine 
the sociocultural contexts of his travel and discover the structure of Yamada’s religious 
tourism experience. Yamada experienced holy places from two points of view: historical 
authenticity and poetic intuition. Moreover, we will reconfirm that the Meiji Protestant-
ism Yamada lived was accepted as not only religious belief but also a historical view. In 
other words, Meiji Protestantism was tied up with social Darwinism and the Enlighten-
ment thought that supported Western civilization. In holy places Yamada did not seek 
out the vestige of the sacred past. On the contrary, he detected the good omen of the 
brilliant future of modern Japan. Yamada’s religious tourism reflected the unique ar-
rangement of the religious and the secular in Meiji Japan.




